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1791 年の死とほぼ同時に同時代人の記憶から消し去られ、それ以後もう二度と同時代

人の記憶にも後世の人々の記憶にもよみがえることなく、公式のドイツ文学史から完全

に抹消された放浪作家、カール・イグナーツ・ガイガーの名前が今日かろうじて、たと

えば 18 世紀末の旅行文学についての文学研究のなかで言及されるようになったのは、

まさに偶然と言うほかないようなかたちでガイガーを再発見したヨースト・ヘルマント

によってガイガーの風刺的空想科学小説、『地球人の火星への旅』が 1967年に復刻され、

作者ガイガーが比較的精緻に紹介されたことによる。ヘルマントは『地球人の火星への

旅』の復刻に際し、その復刻版に小さなモノグラフィーを添え、そのモノグラフィーを

「この小さな墓碑銘がまるで無からのようにガイガーをよみがえらせるのに役立って

くれるように」という言葉で結んだのだった。しかしながらガイガーはきわめて不十分

にしかよみがえることができなかった。それは一つには 1970 年代以降の思想的潮流に

政治的作家、ガイガー復権の試みが逆行していたということにもよるであろうが、しか

しそれ以上にヘルモントの紹介それ自体に大きな問題があったと思われる。インゲ・シ

ュテファンがヘルマントによって編集された『ドイツ共和国』2巻のついて、「個々のテ

クストの位置の特殊性が選択と配列とによって消し去られ、読者が＜誇りにすべき＞似

非伝統」の創出が「東ドイツの仕事に依拠しつつ一面性と偽造を恐れることなく試みら

れる」と言ったように、ヘルマントのガイガーについてのモノグラフィーもまた、たと

えば意図的と思われるような仕方でテクストを誤読し、ガイガーをいわゆる＜民主主義

的＞な文学史の＜伝統＞のなかに手際よく収めてしまったのである。かかる意味でもう

一度葬られたのにひとしいガイガーの復権を、本論考はあらためて試みたものである。 


